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略　歴

Ⅰ．学歴

　１９６３年３月 兵庫県立姫路西高等学校卒業

　１９６３年４月 東京教育大学教育学部入学

　１９６７年３月 同上　　　　　　　　卒業

　１９６７年４月 東京教育大学大学院教育学研究科修士課程教育学専攻入学

　１９６９年３月 同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修了（教育学修士）

　１９６９年４月 東京教育大学大学院教育学研究科博士課程教育学専攻入学

　１９７４年５月 同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位取得退学

　１９７８年８月 在外研究員（連合王国）（～１９７８年１０月）

　１９９５年５月 内地研究員（筑波大学）（～１９９６年２月）

Ⅱ．職歴

　１９７４年５月 埼玉大学講師教育学部

　１９７６年８月 同上助教授教育学部

　１９９２年４月 同上教授教育学部

　１９９６年４月 東京学芸大学教授大学院連合学校教育学研究科併任

　１９７６年４月 法政大学文学部非常勤講師（道徳教育論、日本教育史概説）（～１９９３年３月）

　１９８４年４月 東洋大学文学部非常勤講師（道徳教育論）（～１９８６年３月）

　１９９３年４月 東京大学教育学部非常勤講師（日本教育史概説）（～１９９３年９月）

　１９９７年４月 京都大学大学院教育学研究科非常勤講師（日本教育史特論）（～１９９７年９月）

　１９９８年９月 筑波大学大学院教育学研究科非常勤講師（日本教育史演習Ⅰ）（～１９９９年３月）

　２００３年４月～ 放送大学分担協力講師（教育の社会文化史）

　２００５年４月～ 東洋大学文学部非常勤講師（教育基礎論、教育史概説）

　２００６年４月 立教大学大学院文学研究科非常勤講師（日本教育史特殊講義）（～２００７年３月）

　２００６年９月 高知大学非常勤講師（日本教育史概説）（～２００６年９月）

　２００９年４月～ 東洋大学大学院文学研究科非常勤講師（比較教育史論）

　

Ⅲ．学会および社会における活動

　１９６９年１０月 教育史学会会員「現在に至る」

　１９７３年８月 日本教育学会会員「現在に至る」

　１９８１年４月 日本教育史研究会会員「現在に至る」

　１９９４年１月 日本教育学会機関誌『教育学研究』常任編集委員（～１９９５年１２月）

　１９９５年１０月 教育史学会機関誌『日本の教育史学』編集委員（～１９９７年９月）

　１９９５年１０月 教育史学会理事「現在に至る」

　２００１年１０月 教育史学会機関誌『日本の教育史学』編集委員長（～２００３年９月）

　２００２年１月 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（～２００３年９月）

　２００２年２月 日本学術会議教育学研究連絡委員会委員（～２００３年１０月）

　２００３年４月 大学基準協会広報委員会委員（～２００７年３月）
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　２００５年１月 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（～２００６年１２月）

　２００５年５月 大学基準協会特色ある大学教育支援プログラム審査部委員（～２００８年３月）

　２００７年１０月 教育史学会代表理事「現在に至る」

　２００８年５月 日本教育学会理事「現在に至る」

　２００８年６月 日本学術振興会質の高い大学教育等推進事業委員会（教育GP）専門委員（～２００８

年１２月）

　２００９年５月 同上（～２００９年１２月）

著作関係目録一覧

２００９年９月３０日現在
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〔著書（単著）〕
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〔著書（編著）〕
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 ２ ．２００７年３月 「第１章　公教育と宗教」「第２章　教育における公共性」担当『教育史研究の
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 ４ ．１９７９年１０月 「明治・大正期の幼児教育の展開」（２８６－３０３頁）『近代幼児教育史』（岩崎次男

編），明治図書，３７１頁

 ５ ．１９８４年２月 「幕末期における民衆教育の諸相」「教育勅語体制の成立」「天皇制教育の整

備・再編」（１１－８５頁）『日本現代教育史』（川合章，安川寿之輔，川口幸弘，

森川輝紀著），新日本出版社，３９７頁

 ６ ．１９８４年４月 「『学制』の民衆的受容と拒否」（３０６－３３３頁）『講座　日本教育史』第２巻（石

川松太郎，入江宏編著）第一法規，３９３頁

 ７ ．１９８５年２月 「昭和前期の教育」「占領期の教育」（１９９－２６５頁）『日本教育史』（堀松武一，
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入江宏，森川輝紀著），国土社，２８６頁

 ８ ．１９８８年９月 「絶対主義国家と教育」（６６－１０２頁）『公教育の歴史』（伊藤和衛編著），教育開

発研究所，３９９頁

 ９ ．１９８９年１１月 「MORI ARINORI」（３９－６５頁）『Ten Great Educators of Modern Japan』

（Benjamin C.Duke, ed）， University of Tokyo Press，２３７頁

 １０．１９９６年３月 「敗戦から新教育へ」（２４６－２６４頁）『日本民衆教育史』（石島庸男，梅村佳代

編），梓出版社，３４７頁

 １１．２００２年５月 「立身出世主義と近代教育」（２７１－３４２頁）『教育社会史』（辻本雅史，沖田行司

編），山川出版社，４３８頁

 １２．２００４年３月 「近代教育の進路をめくって」「教育勅語の成立と教育体制の整備」「大衆化す

る社会と教育」「経済恐慌と戦時下の教育」（８９－１３０頁）『教育の社会文化史』

（辻本雅史編），放送大学教育振興会，１９２頁

 １３．２００８年３月 「近代教育の身体と時間」「教育をめぐる自由と統制」「試験と出席の社会史」

「近代学校の表徴」（１０５－１８２頁）『教育の社会史』（辻本雅史編），放送大学教

育振興会，２３３頁

〔論文〕

 １ ．１９７１年３月 「田中不二麿の教育思想に関する一考察―欧米視察と『学制』改革への指標―」

『教育学研究集録』（東京教育大学大学院教育学研究科編）第１０集，２１－２８頁

 ２ ．１９７２年５月 「教育令の成立に関する一考察―明治政権の確立過程を視点に―」『日本歴史』

（日本歴史学会編）第２８８号，４７－６１頁

 ３ ．１９７３月３月 「寛政異学の禁に関する一考察―松平定信における『学問』と『教育』―」『教

育学研究集録』（東京教育大学大学院教育学研究科編）第１２集，３９－４７頁

 ４ ．１９７３年９月 「明治九年真壁町屋騒動の教育史的検討―『学制』政策転換の前提―」『教育運

動史研究』（教育運動史研究会編）第１５号，１９－２９頁

 ５ ．１９７６年３月 「郷学論考（一）」『埼玉大学紀要教育学部（教育科学）』第２４巻，２３－３５頁

 ６ ．１９７８年３月 「森有礼小考」『埼玉大学紀要教育学部（教育科学）』第２６巻，７９－８８頁

 ７ ．１９７８年３月 「明治大正期の幼児教育の展開」『近代幼児教育史研究』（近代幼児教育史研究

会編）第３号，１３８－１５４頁

 ８ ．１９８０年３月 「英国の新聞報道に見る岩倉使節団」『埼玉大学紀要教育学部（教育科学）』第

２８巻，１３－２６頁

 ９ ．１９８１年３月 「青年教師像の形成に関する一考察―小林秀三と守屋喜元の日記を中心に―」

『埼玉大学紀要教育学部（教育科学）』第２９巻，３５－４９頁

 １０．１９８２年３月 「進級・卒業判定考」『日本教育史研究』（日本教育史研究会）第１号，２６－４９

頁

 １１．１９８３年３月 「埼玉県における啓明会運動と小学校教員会の成立」（森川輝紀，竹内敏晴）

『埼玉大学紀要教育学部（教育科学）』第３１巻，１５－３０頁，分担；１９－３０頁

 １２．１９８４年７月 「埼玉県の啓明会運動について―会員層の社会的基盤の検討を中心に―」（森川

輝紀，竹内敏晴）『教育運動研究』（教育運動史研究会編）第１８号，１２６－１４１頁，

分担；はじめに，Ⅱ（１２９－１３４頁），おわりに
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 １３．１９８５年３月 「昭和恐慌期の地域と学校（１）―潮止村の学校改革―」『埼玉大学紀要教育学

部（教育科学）』第３３巻，７３－８４頁

 １４．１９８５年３月 「昭和恐慌期の地域と学校（２）―自由教育から全村教育へ―」『埼玉大学紀要

教育学部（教育科学）』増刊第３３巻，４５－５８頁

 １５．１９８５年８月 「昭和恐慌期の地域と学校（３）―『北足立郡児童文集』と『雑木』を中心に―」

『浦和市史研究』（浦和市史編纂室編）第１号，１０８－１２９頁

 １６．１９８６年１０月 「田中不二麿と教育令―近代教育の岐路をめぐって―」『埼玉大学紀要教育学部

（教育科学）』第３５巻，３９－６３頁

 １７．１９８６年１２月 「大正期国民道徳論に関する一考察―井上哲次郎の国体論を中心に―」『日本歴

史』（日本歴史学会編）第４６３号，６０－７８頁

 １８．１９８８年３月 「戦中戦後初期の浦和における教育的諸相」『浦和市史研究』（浦和市史編纂室）

第３号，１０８－１２９頁

 １９．１９８８年１０月 「埼玉の戦後教育運動史研究（１）」『埼玉大学紀要　教育科学』第３７巻第２号，

６７－８１頁

 ２０．１９８９年３月 「埼玉の戦後教育運動史研究（２）（承前）」『埼玉大学紀要教育学部　教育科

学』第３８巻第１号，１３－２５頁

 ２１．１９８９年１０月 「森文相の死」『教育』（国土社）第５１３号，１０８－１２７頁

 ２２．１９９０年３月 「新制中学校教育の出発」『浦和市史研究』（浦和市史編纂室）第５号，１８３－

１９６頁

 ２３．１９９１年６月 「天皇制教育と儀式の位相」『歴史学研究』（歴史学研究会編）第６２０号，４５－５３

頁

 ２４．１９９６年３月 「元田永孚論ノート（１）」『埼玉大学紀要　教育学部教育科学（Ⅱ）』第４５巻１

号，３７－４８頁

 ２５．１９９８年９月 「元田永孚論ノート（２）」『埼玉大学紀要　教育学部（教育科学）』第４７巻２号，

１７－４２頁

 ２６．２０００年３月 「元田永孚論ノート（３）」『埼玉大学紀要　教育学部（教育科学）』第４９巻１号，

５５－６５頁

 ２７．２００２年３月 「元田永孚論ノート（４）」『埼玉大学紀要　教育学部（教育科学Ⅰ）』第５１巻１

号，４１－５０頁

 ２８．２００２年１０月 「吉田熊次論ノート（１）」『埼玉大学紀要　教育学部　教育科学』第５１巻２号，

４３－５１頁

 ２９．２００３年３月 「吉田熊次論ノート（２）」『埼玉大学紀要　教育学部（教育科学Ⅱ）』第５２巻１

号，２７－３８頁

 ３０．２００５年３月 「田中不二麿の統制主義と自由主義について」『埼玉大学紀要　教育学部（教育

科学）』第５４巻１号，５９－７７頁

 ３１．２００７年３月 「田中不二麿の地方巡察使報告書について」『埼玉大学紀要　教育学部』第５６巻

１号

 ３２．２００７年３月 「田中文政研究の現状と課題」『近代初頭日本における教育の地方分権化・自由

化政策の形成』科学研究費補助金研究成果報告書，９２－９７頁

 ３３．２００８年９月 「教育会と教員組合」『埼玉大学紀要　教育学部』第５７巻２号，５７－７２頁
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 ３４．２００９年３月 「「教育勅語」の成立をめぐって」『教育文化』１８号，同志社大学教育文化学会，

１－３３頁

その他

〔著書（単著）〕

 １ ．１９８９年３月 『教師になるには』ぺりかん社，１５０頁

 ２ ．１９９８年５月 『小学校教師になるには』ぺりかん社，１３０頁

 ３ ．１９９８年５月 『中学校・高校教師になるには』ぺりかん社，１３２頁

〔著書（共著）〕

 １ ．１９７８年１月 「激動期の教育と文化」（６９７－７２０頁）『近代足利市史』第２巻，足利市，１３１２

頁

 ２ ．１９７９年１２月 「日本教育史」（１４－３９頁）『教育原理の基礎知識』時事通信社，２１２頁

 ３ ．１９８０年４月 「学校教育の歴史」（４３－８２頁）「教師の歴史」（１８８－２０４頁）『教育研究入門』

梓出版社，２５６頁

 ４ ．１９８８年３月 「教育体制の再編拡充」（１０９－１３４頁）「新教育と公民教育」（３３－３６２頁）「農村

振興教育と教学刷新」（５５４－５８５頁）「戦時教育の展開」（７０３－７２８頁）『所沢市

史　近代史料Ⅱ』所沢市，８２１頁

 ５ ．１９９０年３月 「明治期の教育」（２４７－３０９頁）「大正・昭和初期の教育」（５１７－５６４頁），「教学

刷新と学校」（６９２－６９９頁）「戦時下の教育」（７４４－７５５頁）『浦和市史　通史編
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